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取扱 説明 書 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 


取 拉 明 午 を よく お 大 み いた だ さき 、 内 容 を 十分 理 所 され た 上 で ご 使用 くだ さい 。 
改良 の た め 、 デ ザイ ン - 仕様 を 一 変更 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了 二 くだ さい 。 
@ 無 思 の 字 抽 は 回 < 基 じ ます 。 


ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 


3 
お 手入れ 法 
攻 障 か な ? と 思う 前 に 
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人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 意 る と 大 変 危 険 で す ! 


家 居 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注 訪 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 


本 書 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 克 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 様 の 不 注 訪 に よる いか な る 事故 も 、 弊社 と し まし て は 一 切 の 貢 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 
くだ さい 。 


人 床 面 保護 に つい て 


必ず 床 面 保護 マッ ト を 敷く 
全 用 中 お よび 友和 促 区 の 陸 に は め ず 
還る 侍 居 マ ッ ト を い て くだ さい 
放 訂 村 の 上 で 設 や 人 選 を し た 電 合 、 
訂 画 の 計 気 [ 洛 化 ビニル 製 な ど ) に 
よっ て は 床 が 変名 する 間 合 が あり ます 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


取 投 8 明 引 の 区 及び 注音 内 人 は 、 危 の 度合 よ っ て 次 の 2 区 降 に 分 け て いま す 。 
家 さ れ て いる 内 符 を よく 理 誠 し て いた だ き 、 取 抽 説 自 に 年 っ た 使用 法 で 上 ・ 運 重行 っ て くだ さい 。 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 や 人 守 | 記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 け が や 製品 
事 改 が 生じ る 危 氏 の ある こと を ホ し ます 。 が 大 摘 す る お それ の ある こと を 示し ます 
・ 天 し た まま で 合用 し ます と 、 人 の 同 に なり ます 


Wicsceb を で く だ Es い 。 2 を Lawe<7Et。 
38 示 に 笠 い 、 お こ な っ て くだ さい 。 (6) 琴 認 を し て くだ さい 。 


本 講 記 吉 の 区 千 太 び 流 間 事 項 を 聞 守 され ず に ど 使用 され て 生じ た いか な る 事 族 に つき まし て も 、 
革 社 と し まし て は 、 一 切 の 下 生 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 電電 の 告 及 び 注意 項 に 硫 当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 使用 は せ ず 、 た だ ち に 
時 社 カス タマ ー サ ービス 黒 へ お 同 い 合わ せく だ さい 。 


@ 各 ペー ジ に は 安全 に ど 使用 いた だ く た め の 注意 点 も 表記 し て お り ま す 。 よく お 読み いた だ き 、 記 載 し て 
いる 内 容 を 十分 ご 理解 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


@ は 后 の フ ィ ッ ト ネス 絆 で す 。 

スポ ー ツ ジム ・ 業 務 用 な ど 、 特 多数 
は し な いで くい 
また 、 二 以外 の 目的 で は 作 月 し な いで くだ さい 。 
本 は 日 国内 で の みお 使い くだ さい 、 
本 は 和広 の 科目 的 と し た 下 吉 で あり 
基 下 な 方 を 対象 と し て いま す 。 
次 に 入 当 する 方 本宮 を 使用 し な いで くだ さい 。 
EyemTFaacihs に 
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お 革 (16 放 は 人 用 し な いで くだ さ 
再 に る 措 が 伝わり ます の で 、 持 に 泉 電 に は 用 
させ な いで く 人 が 

一 人 で の 送 生 に 不安 を 感じ て いる 方 、 他 者 か ら 見 て モ 
う 語 じ ら れる 方 が 信用 され る 場合 、 ま た は リハ ビリ テ 

ョ ン の 目的 で 使用 され る 電 人 は 、 訟 人 ( 和 ) 

の 記 の 旬 添 え の 上 、 で 使用 くだ さい 

5 の 昌 見 や ペッ ト の いる 人 所 で の 軍人 は 
お や めく だ さい 、 

本 衣 呂 の 使用 体 制服 最大 90 k 9 で す 、 

人 和 が 9 0 kg を 邊 える 方 の で 保 放 は し な いで くだ さ 
い 。 ご 人 用 中 が 下 拓 る お それ が あり 、 宣 大 な 
を 引き 記す 因 四 に な りす 。 

本 品 の 続 全 用 時 間 は 最大 1 0 分 で す 。 

1 0 分 を 因 え る 江 の 便 は お や めく だ さい 。 身 人 に 

上 の 負担 を え 、 ケ ガ や 系 の 国 に な り ます 。 

また 、 人 有人 半生 拉 品 を 休ま せ て くだ さい 。 


G 陸 が 10 て 以下 、35 て 以上 の 杖 硫 で は で 促 朋 に な 
5 な いで くだ さい - 正常 に 作動 し な く な る お それ が 
あり 、 馬上 な ど の 寺 化 も 早め ます 

⑩ この 5 失 香 及び 保革 は 、 大 切 に 保管 され ます 
よう お 願い し ます - 朝 矢 さ れ た 井 、 抽 発行 は お 肝 
けし か ね る こと が あり ます 。 


設置 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


人 半 馬 中 に 全体 を 門柱 に ぶつ け な い よう 、 広 い 電 所 
本 し て くだ さい 

下 和 日 光 の 当たる 湯 所 や 所 の い 志和 用 和 の 

近く 、 還 外 に は 設 天 し な いで くだ さい 。 陣 電 ・ 肖 

守 ・ 狗 の 質 回 に な り ま す 。 

本 体 を 将 ち 上 げ る と き は 、 ず 本 失 ち 手 を 王 で 

持っ て くだ さい 。 林 ち 以外 の 部 位 は 持た な い 

で くだ さい 

休 り 台 間 に は 動作 以外 で も 給 対 に 手 や 物 を 入れ 

た り し な いで くだ さい 」 

本 操 の 「 遇 時 」「 人 時 移動 時 」 に 人間 に 

、 指 な ど を 夕 まれ な いよ うに 注意 くだ さい . 

また 、 寺 を 全 す る 公司 マッ ト を 取 い て くだ さい 

枝 な 充 する まで は 、 胃 湖 プ ラグ を コン セン ト に 

差し 込ま な いで くだ さい 。 また 、 本体 を 持ち 上 げた 

リナ る と き に は 放電 束 ブ ラグ を コン セン ト か ら 拓 

いて くだ さい 

本 提 品 に 付属 の エク ササ イズ バン ド 以 狂 の も の を 取 

人 けた り し な いで くだ さい 、 ま た 本 製品 を 民 通 も 

し く は 人 加太 び 部 取り 外し た 扱 等 用 され た 

人 、 午 大 な 下 を 息 こ す お それ が あり ます の で 絶 

講 に し な いで くだ さい 。 


に は か 知っ て いる て と 、 本 に ひで 
な だ いと と を め ず で 呈 了 く だ さい 
そい 、 上 や が る る は 、 朗 で す が | 
カス タマ ー サ ービス 天 ま で で 祝 く だ さい 。 

0 で ご 全く だ さい 。 記 外 や 人 
ベラ ンダ や 困 F な どの チリ や ほり め 、 ペ ッ ト の 
な と かるい 和 洛 など の 沿 い 洒 、 拉 
の 近く CE は し な いで くだ さい . 

0 MS は 、 時 六 か し っ か り と し な の 上 
し 、 人 び 本 の の 語 に も み ナ 
人 する 付 尾 の マ ント を 了 い て くだ さい 。 
た 貞二 の よ で 聞 し た 合計 0 
に ミル 当 な ど ) に よって は 洒 が 宮 する が 
ちり ます 拉 に 計ら 上 で は 人 用 し な いで くだ さい 
人 を ちえ 

づ て 人 大きな グ ラ つき や ガタ つき お な いて と 
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警告 ・ 注 意 事項 
使用 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


人 9 ご 全 用 前 に は 都度 、 各部 の 部 品 が 完全 に 国定 され て 
いる と と 、 本体 に ひび 着れ な どの 克 押 が な いと と 、 

エク ササ イズ バン ド に 破 や 消耗 が な いこ と を 必ず 

ご 上 くだ さい 。 

人 展 の エク サザ イズ バン ド を 使っ た 運動 行う 前 に 

は 、 パ ンド に キズ が な いと と 、 パ ンド が 実に 軒 

され て いる こと を で 確 謗 くだ さい 

本 は 1 人 用 で す 。 同時 2 人 以上 で で 使用 に な 

うな いで くだ さい 

本 の 使 中 に は 、 同 時 に 季 の 旨 を 合用 し な い 

で くだ さい 

本 再生 へ の きき 込み を 防ぐ た め 、 運動 は 生体 の サ 

イズ に あっ た 運動 導 を 着 己 し (ゆっ た り と 会 の 

だ さい ) 、 ま た 、 手 和 や 民 


る の の M 


の 才 な どの きき 込み ド ご 2 
ピン や ボ ー ル ペン 、 半 作品 な ど を ポケ ッ ト に 入れ た り 、 
に 導 け た まま で の 凍 は 和 に し な いで くだ さい 
本 に 思 し て いる 人 用 外 で は 人 用 し な いで 
くだ さい 。 特に 、 朗 部 に 手 を 生え る よう な 人 用 は 
し な いで くだ さい 、 体 当り 因 に な り ま す 。 

本 体 の 上 に 立っ た 守勢 重用 され る 場合 、 ひ で を 寿 
く 自 げ て ご 全 用 くだ さい 。 ひ ざ を げ ず に 下 交 9 
で 條 用 する と 、 陳 が 鬼 く 捧 れ る と と に よ え 全 上 
の 基 に な り ま す 。 ま た 、 ひ ざ へ の 負担 も 大 きく な 
り ます 

細め て ご 合 用 され る 方 、 記者 の 方 、 車 に 使い や す 
い 方 は 人 い 速攻 か ら 和 を 多め て く 振動 に 
人 て きた ら 偽 々 に 宮 度 を あげ て 公用 くだ さい . 
筐 康 の た 食後 の 運 和 は 避け て くだ さい 。 ま た 
伊 食 ・ 叶 灯 を し な が ら や 、 色 の 運動 は し な いで 
くだ さい 

が W れ な いと き 


の の 


、 思 人 が ある と き は 舗 必 し な い 


る の の @ 


と き は 、 直 生 を 中 止 し て くだ 

つま 、 や 江 、 凍 白 、 和 | 
、 身 の 話 導 、 け いれ 

、 映 ・ 匠 の 芝 み 、 人 折 、 そ の 人 肌 の 上 

本 人 の 時 作 は 欠 作 バネ ル ・ 拓 重 軍 の 本 体 に 昭 
れ な いで くだ さい また 、 本 体 り 明 同 に は 動作 中 以 
外 で も 維 に 手 や 物 を 入れ た り し な いで くだ さい 

) 必中 の 到 り 旗 リ は し な いで くだ さい 。 みず 
: 表 っ て あら 作動 させ て くだ さい また た 、 降 リ る 際 
も 全 上 させ て か ら 降 リ て くだ さい 

0 合 有 中 は 振動 画 の 中 心 に 重心 が 来る よう 人 左右 均等 
に 人 利 を か か る よう し て くだ さい 。 川 び 就 ね た 
尽 評 ちゃ 、 一 方 に 体 量 が か か る よう な ゲン バラン 
公用 は し な いで くだ さい 。 攻 了 や 束 c の 大 因 に 
な り ます 

人 中 に 休 が ガタ つく ほど 削 左 に 拓 動 を ほえ 

用 の 人 が 作者 や 本 体 を 捧 し た り 引 い 
し な いで くだ さい 。 害 人 を 揚 な い 重大 な 玖 の 
DES 


本 生 に 反 各 な ど を か け て 使用 し な いで くだ さい 、 
人 全 の 方 は 小さ な お 子 秒 が 机 品 を 池内 と し て 人 
用 し な いよ う 十分 注 旋 く だ さい 。 


⑩ 本 計器 を テレ ビ や ラジ オ の 近く で 作 勤 させ る と 、 テ 
し ビ の 画 価 や ラジ オ の 意 声 に ノイ ズ ( 遇 れ ) が 入り 
ます 。 その 隊 に は 、 テ レビ や ラジ オ 又 は それ ら の ア 
シテ ナ か ら れ た 場所 へ 休 動 し て くだ さい 

は に 折 了 が 伝わり ます 。 泊 時 
用 や 、 褒 下 や 半 へ の 本 を お 大 いし ます 。 


電動 機器 の 警告 事項 


ーー 時 は AC100V 更 を 生 用 し ます ーー 


理 圧 が 異な る コン セン ト や 、 異 常 な 箇 須 使用 し な 
いで くだ さい 、 
⑩ 合用 時 に は 、 必 ず 次 の 手順 を 守っ て くだ さい 、 
本 件 メイ ンス イッ チ が OFF に な っ て いる こと を 


介する 
の 示 人 に 電 当 コー ド の 本 人 便 ブ ラグ を し っ か り と 


する 
本 な の 押 に 革 っ て か ら 作動 させ る 。 

人 用 了 時 に は 、 必 次 の 手 人 を 守っ て くだ さい 。 
や 本人 を 停止 させ て か ら 、 本 体 か ら 陸 り る 。 
本体 メ イン スイ ッ チ を OFF に する 。 
や コン セン ト か ら 寅 台 ブラ グ を 拓く 。 

本 か ら 電 源 コ ー ド の 本 体側 プラ グ を 流 く 。 
菩 は 1 つの コン セン ト な ら 取 っ て くだ さい 。 擬 
の 65N を つなげ た タコ 中 陽 は お や めく だ さい 。 
コード 上 に や 和議 な いよ うに ご 

また 、 寺 濱 コー ド に スト レス が か か る 

すう (コー ド が っ 引 6 れ 人 た 
泊 コ ー ド を 無理 に 由 げ て し まう よう な 委 必 ) は し な 
いで くだ さい - 町 織 や ショ ー ト 、 生 電 、 混 発火 
の 損 に な り ます 

③ コン ント か ら 還 基 プ ラグ を 近 き 苦し する と き に | 
は 、 浦 れ だ た 手 で 秀 っ た り 、 財 湖 コー ド を 引っ 基 っ た 
り し な いで くだ さい 。 また 、 電 芝 コ ー ド や 恒 務 プラ 
ク が 休ん だ り 、 プ ラグ の 差し 込み が ん だ 状態 で 人 
財 し な いで くだ さい 。 過 線 や ショ ー ト 、 電 、 混 
守 、 多 の 原 思 に な り ます 

左 芝 に 作動 し な いと き 、 左 堂 を 感じ た と き は すぐ に 
コン セン ト か ら 電 誠 プ ラグ を 衝 き 、 修 用 を 中 止 し て 
くだ さい 

人 用 し な いと き 、 鶴 が 下り 出 し た と き に は 、 飼 洒 ブ 
ラグ を コン セン ト か ら 捧 いて くだ さい 

還 泊 プラグ は 、 走 期 的 に ほとり など を 取り 欠 い て く 


ださい 


警告 ・ 注 意 事項 
お 手入れ ・ 保 管 の 注意 事項 


D 


O お AA 人 egoRcdg チ キメ イン スイ ッ テ を | 


9 り 、 全 吉 ブ ラック を コン セン ト か ら 振 い て くだ さ | 
KA 

is は 、 特 で 誠 た だ \ た い 入 容 を ラベ ル ic 
し て 曲り 人 0 け て いま チ 。 ラベル を は が し た 
で さい 

0 や 分 で 表示 が で き な い 方 


舎 ラ ベ ル の 内 が 衣 で き な い 方 が お 人 で 本 抽 | 


了 に 内 到 作 動 を し な いよ うに 十分 ご 注意 くだ さ 
1 良 っ た 押 人 は 玖 の 原 下 に な り ま す 。 

③ 入 挟 の 人 以外 の 方 が 本 部分 記し た 
り 枚 追 ・ 作 理 は し な いで くだ さい - 事 放 や 放 隊 の 
四 に な り ます 

で リモ コン は 、 
有期 (1 通電 以上 ) 使用 し な い 場合 は 室 池 を 
近い て 可 谷 し て くだ さい 、 

人 保管 所 は 製品 で つま ず か な い 電 所 に 置き 、 特 に 
小さ い お 了 可聴 手 に 朋 る と と の な いよ う 、 必 要 に 
じ て 相 名 な ど を 癒し て くだ さい 


また 、 瑞光 な 当たる 電 や 高史 当 な 場所 に | 


は 人 管 し な いで くだ さい 。 
サビ や 休み ・ 和 客人 の 原因 に な り ま す 。 


tee | o 


人 池 の 厳 層 お に よる 者 を 防止 する た | 9 


万. 終 叶 その 他 の トラ ブル な 発生 し た 軍 合 に は 、 


お 手数 で も 欠 社 カス タマ ー サ ザー ビス 誹 ま で 硬く 
ださい 

人 辻 際 も みず 、 広 画 を 保 陳 す る マッ ト な ど 
を 族 い て くだ さい 

本 届 を 挟 甚 に わた り ど 使用 いた だ く た 、 二 区 
に 消 れ な ど を 抜き と っ て くだ さい 。 また 、 汚 れ な が 和 | 
人 は 中 攻 莉 う すら 寺 きた っ て て 
だ さい 

朋 叶 は 、 和 半 に 和 須 を 信用 し て いま す の で シン ナ 
一 和夫 の 強い 利 で の お 手入れ は お や めく だ さ 
大 ご 人 用 に な られ ます と 、 サ ビ や 應 に より 拓 
全 な どの 劣化 が 訪 と る 場合 が あり ます 。 

中 上 げ 日 より 1 年 同 を 信 ぎ た 末 品 で 、 購入 昌 が 時 
往 に て 員 当 で きる 場合 は 有人 に て 右 栓 サー ビス を 行 
っ て ち り ま す の で 、 欠 社 カ スタ マー サー ビス 球 ま で 
ご 条 肛 くだ さい 。 

大 人 示 され 選び 人 記さ れる 場合 は 、 本 箇 の 記 
を 再 和 茹 の うえ ご 全 用 くだ さい 。 

また 、 胡 合羽 され な く と も 、 抽 の れ 及 び サビ の 
発生 な ど お 予 息 さ れ ます の で 、 本 書記 事項 を 確 
記し 、 し ば らく 所 を 行っ て 異 合 が な いて と を 確 
か め て か ら ご 使用 くだ さい 

志保 隊 の た め 、 麻 す る 人 は 宮 和 洛 休 り り 決 
に 衣 っ て くだ さい 、 


頭 部 は 畠 ら さ な い 。 


和 に 芝 い 和 か 伝わる よう な 


内 で は 用 し な いで くだ さい 。 ーー 


電 芝 コー ド 
引き 夢 し の 確認. 


コ ー ド 上 に 本 体 や 生物 
か 革 5 な いよ うに ご 注 臣 く だ さ 
いま た 、 起 項 コ ー ド に スト レス 
が か か る よう な 補填 怖 コ ー 
ド 人 が 引っ 柱 ら れ た 棒 馬 で の 生 
や 大 コー ド を 無理 に 合 げ て し 
まう よう な 設 屋 ) は し な いで くだ 


さい - 思 起 や ショ ー ト 、 電 
次 の 原因 に な り ます 

J 

こく 


必ず 床 面 を 保護 する 医 
付属 マッ ト を 敷く 


休 環 の た め 、 本 明 品 の に | 
は 付属 マッ ト を 晶 い て くだ 
きい 

ミー ーー 3 


お 子 様 に は 
使用 させ な い 。 


小さ な お 子 様 や 
ペッ ト の いる 場所 で 
使用 し な い . 
X メ 


ニー ーー ーー 
て あぶ な い ! 動作 中 の 
本 体 に は 触れ な い - 


wet 

は Yo 
HHHHSST 
| 


EEE 


rt へ No 9 な 


所 きど 


EK や 1】 


各部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


名 を 聞け まし た ら 各部 付属 邑 が 導 っ て いる と と を ご 胡 くだ さい 。 


メイ ンス イッ チ 
アー ネコ ー ド ーー 


az タブ 


>aweecmggs っ cvswas、 || ご 和 本 3=F つ ーー 


テス 用 の 湊 で す の で 負 量 が わが 
し か あり ませ ん 本 


光 を と 天 くさい プラ グ 若 


近作 パネ ル 


エク ササ イズ バン ド 
間 サ フク 


時 キャスター 

この 指 動 キャ スタ ー は 人 
1 
させ る と さ に 公用 し ます 。 
本 人 を 潤 と は 左 の | 
5 を 持ち 、 手 で 本 を | 
持ち 上 げ て 動 さ せ て くだ | 
EN 


タプ 床下 を 保護 する 付属 マッ ト を い て くだ さい 。 
また 、 先 社 で は 付 財 マッ ト 以外 に も 、 床 画 を 全 本 する エク ササ イズ ブロ アマ ッ ト を 生 売 し て お り ます の で 、 お 頁 い 上 げ | 
いた だ いた 売店 また は 算 社 カス タマ ー サ ービス 康 ま で お 全 い 合 わせ くだ さい 


: 3D 押 動 マ シン パラ ンス ウェ ー ブ 
FAV3017 

:Wm00 xp450xH155 mm 
: 交 21.0 kg 

AC100V so/g0Hz 
200W 

110 分 

9125 一 440 四 分 

: 交 120345 回 分 
スチール 、ABS 72 ロニ トリ e プ 9 ダッ スチ ルン 守 85)、PVC (3 り 和 E ニ の 、 
PP (まり 7 ロ E 必 )、 ラ テッ クス 

中 国 


電 


細 2 uu 


操作 パネ ル ・ コ ント ロー ラー 


押 人 本体 の 兵 作 パネ ル ま た は コン トロ ー ラ ー で 行い ます 
また 本 体 の 名 作 バ ネル に は 、 押 入替 、 タ イマ ー、 近 折 を 表示 し ます か 


【 BR 2 


人 で 度 お 変 化 オ ネ 
モー ド で た 


人 つ 
所 向 を 表示 し ます 
上 人 則り H: 上 お 押 


で イマ ーー つ サ 
タイ マー の 放り 時 間 を 表示 し ます 
0 に な る と 自動 し ます 


5 3 
的 度 の を 表示 し ます 


操作 ボタン 
(=FeW*sz @ Go- ラ ーc ⑳ @⑯ ⑨ ⑨) 
プル モー ドナー トモ ー ド 1ー ミ の を いま 
@ = ュ ア kmー Fo 


向 の 革 を 行い ます 
上 拓也 た 本 つり H: 上 下 た 大 


リー ロー ロー っ 


アル モー ド :1 ダ 10 分 オー トモ ー ド 1ー3:5 分 10 分 
④ Gs=hfzz52 


人 ま た = ボタ ン 鉛 作 の 麻 は 茜 く 押さ な いで くだ さい 。 
本 2) 旨 N の MRE な り ます 
の 人 を おい また (16 了 


上 に に 3 に の コン トロ ー ラ ー は 単 4 寺 池 2 本 を 使用 し ます 


コン トロ ー ラ ー 表 の 電池 フタ を スラ イド させ て 講 け 、 電 池 ボッ クス 内 の 柏 人 沼 の 疾 性 を 
誠に 合わ せ て 、 和 を 2 セッ ト し て くだ さい 。 骨 天 く An て 


くださ 


| ヨン トロ ー ラ ー の 反 が 計 く な っ た と き に は 、 コ ント ロー 
ミー 東 に 入っ て いる 乾 和 を 新しい も の に 交換 し て くだ 


eo み 

ム ぁ 詳 39 『 

| 還 9 人 和 は ・ー) を EL くく SC、 半 えた ] 
コン トロ ー ラ ー が 政 可 する お それ が あり ます コリ 泊 


生生 補 か ら 付い て いる 更 季 は デス ト 用 の た め 、 
新しい 層 池 に 比べ 嘆 が わずか し か あり ませ ん 。 
人 前 に は 新しい 池 を 須 入 し て くだ さい 。 


使用 手順 cyyayereseokar smmemmystmz hoteemcftyt ) 
人 用 EMK い を 人 っ て くだ さい 


wm コード Fo ラグ を な 00 ラグ AS いか 1 
電源 プ ラグ を コン セン ト に 疾 し 込み ます 條 アー スコ ー ド の 取 革 に つい て 
we 2ー ス コー 天上 か 6 内 の を せる た 
3 ENP を 軸 
moovoa シ ャ ン hE*CAceCE、 | | 22 に し て 5 こい 
Eo *o hd 2124 
HOMEKGHOTGCHB20 
に Si 025ーFeeWuvemeea7yKRe 


コン セン トド アー ス 編 子 が ある 場合 
プラ な 5 出 て いる アー メード [所 
の ライ ン の コー ド ) を コン ャ ント の 
人 メイ ンス イッ チ を O ME し ます ビズ 了 り ます 
ON の 本体 メイ ンス イッ チ 人 な し ます 


ラグ = た 


本 箇 の 上 に 基 り ます 
人 は 大 かけ て くだ さい 


"上下 の 、 和 お 還 の 円 の 中 で に 和 生 の 全 わ り が 
が さく 、 石 に 中 を 広げ て いて と 宇和 の 千 わり 大 きく 
0 ます か 


お の 計 に つい て は 、P 玉 」 を 
くだ さい 


WCW モー の ラン フ が WILF 
3 タン で RyoiRefit を か 


rnasms 
義人 
に NE 

デン で タイ マーR ま た 半 
Er 

た THHTHT 


コン トロ ー ラ ー ほ 


ea 


に PT 記 207 か TCS 
273 お 人 96ERHESe 


動作 モー ド の 種類 ・ 運 動 の ポジ ショ ン 
下 動作 モー ド の 年 天 


は ー ト 功夫 タン ] で 送 択 で まる 動作 モー ド は 、 


・ エ クサ サイ ズバ ンド の 脱着 


( 下 の 4 竹 机 で す お 好み に 合わ せ て お 選び くだ さい 。 


で マニュア ルモード:( 上 を に 9) | @ オ ー ト モー ド 1 は 下 和 ト 所 全 の プロ ラム 
の 者 し を に 証 和 を 上 人 二 し や すい よう 、 ピ ー ク 時 
PE 


仁 還 I は やく IL5 そ タン で BC を 宮 で きま 
で 人 員 に 時 で きま 


ーー 四則 人 を 10 分 


で チー トモ ー ド 2: 上 下 誠人 和 の プログラム) テート モー ド 3 :( 右 らん の プロ グラ ム 
の 明 名 を つけ た イン ター バル トレ ー ニ ング で す に 和 代 し た モー ド で す 
に の メリ ハリ を つけ る こと で 、 休 カッ プ を 四 失 | た 生生 たけ な の で 放っ て 人 運動 が 本 えま また - ウ レ 
ヨー ズ で す 交 に 情 れ た な 、 生 カゲ ッ プ し た い 見 人 の 方 に オ | 子 つ 岳 友 を よ げ る ご と を 替り ナコ ー ス な の で 、 和 人 の 
2 の モー ト Fe の 上 に な モー ド で 


(時 電 を 10 分 


ご 自生 の 人 に 合わ る 、 拓 生生 作 モー ド を お 思 び くだ さい 。 
運動 の ポジション 

上 下 衝 動 の 手合 、 細 動画 に 描か ね 円 の 中 心 ほど 拓 動 の 
伝わり か さく 、 右 に 足 を 広げ て いく に つれ 和 の 作 わ り 
が 大 きく を り ます 

連 助 の レベ ル に 合わ せ て 、 ポ ジ ショ ン を お 選び くだ さい 」 


振動 大 


還 エク ササ イズ バン ド の 脱着 
本 体 名 の エク ササ イズ バン ド 取 付 フッ ク に 付 司 の エク ササ イズ パン ド を 取付 ける と と が で きま す 。 
エク ササ イズ バン ド を 使用 し た 軍法 は 9 ペ GS 


人 A 生 人 E2 サ 9 イ ズン 


MI 


0RERGa 2 KR いて Oo いで と キズ 
NO の EUC いで くだ さい 、 


WS<v っ NSH 
itS 専 ・ 際 ネー 


EE さい 


人 の エク ササ イズ ババ ンド で 
に くり ます が 。 エ クサ サイ ズバ ンド の 人 の 目安 は う 年 で すれ 。 | エク ササ イズ 
クラ サイ ズバ ンド に 名 な どの が ぁ り ま し た ら 、 直 ち に 革 を 中 は | バン ド I49] フ ッ ク ー 
し て くさい 。 その 上 を ゆす と 時 大 た の 状 に かり ます 。 ! 
革 し い 肖 は 売 を た は 夫人 カス タマ ー サ ービス まで お 回 せく だ さい 。 し エク ササ イズ ンド 


EER:ceroaw xctoyt 


講和 を 恒 し て 立 ち ま す 。 


まで いっか 8 り ま す 。 7 デ 
する CWE れ で し まい 、 
MER も る の で が し を 
ENG 


ジッ イ る hisF Ve トー ニダ SW 


還 E cpmor ッ サッ イズ 
memtucegowet り ar。 < 
| 


で し っ 9 ん りす 
FC 


せき 
本 下面 に 人 を 向け 人 を 生 を て 和 を 
人 し て も ま す 。 


fromee 和 rcatv 
icTfp 


上 EE 介 = に Aero gmo= サ ッ イズ 


に お を し 、 導 ae きり 人 
ます 。 その 大 は 還 に 拓 え て くだ きい 。 


画 』 

人 WE な かり ます の で 、 み し す 
3 を 上 CCRSL。 
BL っ なか fg し ます 


誠 ま わり ・ ニ の 語 の エク ササ イズ 


9F 凍 に を つき 。 や や を 回 ます 。 
VAmC20 2 し PL キキ 


画 ヨ 1 
Wes た お 、 和 を の し 1 


Eot PP 


LM 
PEEVEE 

疲 認 し 
DTP PT に ー コ 


和子 に 本 人 曽 で 本 を 寺 せ ま す 。 


FE 
っ ic 。 
が ない よう に 人 し Ca っ 
| 体 星 EX① 回 還 00 エン ル ど たと 
主 を 本 和 に 明 せ 、 下 を 伸ばし 江 て 伏せ の 

半 夫 を と りす 。 


ae 
20 


Fe で が っ タ を = ュ て Eau 
3 し っ AWC ます 
うう bu て ba て Pa 
の メー ジ (エク ササ イズ パン ド の 人 方 
DP ラサ テ イズ ルンド は 、 和 の で し っ か りり 
pnWcRnftWeY ま f。 | | mo な いで ご WRC 


ーー care 
セーー 


《 
"を g| っ っ て くだ さい 上 


9 二 な を 少し 和 間 させ る と きい は 、 メ イン スイ ッ チ 箇 の 詩 ち 手 。 @ 二 体 を 抽 ち 上 げ る と きい は 、 本 右 の 持ち を 策 で 
を ち 、 付 必 マ ッ ト の 上 で ゆっ くり と 疹 動 さ せ て くだ さい 。 し っ か り と 持っ て くだ さい 
持ち 上 げた 角度 に よっ て は 、 本 人 和 下 や ゴム が 床 還 を 
で すり ます の で 、 必 付属 マト の 上 で 和 動 させ て くだ さい 


お 手 入れ 方 法 


長期 に わた り で 信用 いた だ く た め 定期 に 誠 松 手入れ を 行っ て くだ さい 。 


本 人 な や コン トロ ー ラ ー を や 凍 な どの 流体 で 攻 5 さ な い で くだ さい 。 
@ れ た 場合 に は 、 玉 いた 衝 ら か い 各 で 注 き と っ て くだ さい 汚れ な 落ち な い 電 合 は 、 中 信 基 の うす め 湊 を 共 ち か い 布 に | 
つけ て 授 き と っ て くだ さい シン ナー 系 や 系 の 潮 い 湊 剤 で の お 手入れ は お や めく だ さい 


まず は 下記 の 項目 を ご 確認 くだ さい . 


故障 か な ? と 思う 前 に 
チェ ッ ク 蘭 所 


人 ml アラ HIS コー ド の 人 プラグ が まで 条 入 まれ て いま うお 7 
斉 プ ラグ を コン セン ト に 証し まれ て いま すか 7 
人 メイ ンス イッ チ を ON に いて いま すか 7| 
を 本 人員 パネ ル の コン トロ ー ラ ー 避 に 向け で 導 さ れい ます お 7 
『 つ 人 の 人 (は 正しく セット し て いま すか 7 
は コン トロ ー ラ ー の 芝生 和 し い 呈 に 珠 し て くだ さい 
で CE る 一 に っ た 人 本 の か け 方 を し て いま せ た か 7 生 の 中 に 入る お うに 朱 っ て くだ さい 
本 人 に 和民 マ ッ ト が 明か れ て いま す な 7 人 と の 和 に よ っ て 匠 が する 軍人 が あり 
人肉 多 て いる る の は あり ませ ん お + 


の 時 を っ て も 四 ら な い 呈 、 ま た は その 位 の した 曲 に は お 数 で す が 和 持 スタ マー サー ビス 雪 で お 電 は 
FAX で その を 人 えて くだ さい その 陣 、 上 22 の 叶 明 ポイ ント を 衣 さ せく 枯 合 が あり ます な ご 放 肥 お 挟 い し モチ 


3 いき わせ は カス タマ ー サ ービス 束 軸 0120.30-4515 
(AV1Go0-PV4CO 介し 、PM1 を 00- OO 日. 日 を 欠く ) ま で 
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OS 
ETERTT 


保 証 書 
保証 規約 
ーー 
1 mo 


お な まえ 
で 抽 入 店 名 Mu 
お と ころ 
[cmeaa 信 諾 番号 ( ) テ 


に ご HE 人 いた だ いた 人 (全便 、 サ ービス に 利用 させ て いた だ く 場合 か こざ い ます の で こ 了 示 く だ さい 


アル イン コ 株 式 会 社 フィ ッ ト ネス 事業 部 大 阪和 市 三 江 1-1-1 


と の 人 は 、 本 に 押し た 間 、 和 作 の も と に お いて 人 修理 を お 的 東 す る 
の で す 、 

促 規約 以外 の 修 に つい て と 不明 の 場合 は 、 お 買上 の 販売 店 また は 先 社 
カス タマ ー サ ービス 課 ま で お 向い 合わ せく だ さい 。 

な お 、 と の 敷 品 の 補修 用 任 人 部品 の 保有 期間 は 、 打 造 打ち 切り 移 、 約 2 年 で す 。 
斉 し く は 、 弊 社 カ スタ マー サー ビス 唱 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


対し イ つ コ 株式 全社 gg 5 


フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 | Emaii fcyyywuneaincercojp 負 


フリー タイ ヤル [ 邦 人 0120-30-4515 | 333 


(MMIOO00-pNdO 旬 M1206- CR を KJ) | キナ めこ 了 く だ さい J 


生やし た 二村 P10「 宮 か な 7 と 記 う 人 が を ご 訂 EST、 
Vn FUEF 


